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孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
成
立
に
つ
い
て

近
　
藤
　
則
　
之

は
じ
め
に

　
『
春
秋
』
は
、
孔
子
が
魯
の
公
室
記
録
に
手
を
加
え
、
独
特
の
筆
法
に
よ
っ
て
大
義
を
寓
し
た
書
と
い
う
前
提
に
よ
っ
て
経
典
と
し
て

の
地
位
を
得
る
。
旧
来
、
こ
の
よ
う
な
『
春
秋
』
観
の
文
献
上
の
起
源
と
し
て
、
『
孟
子
』
の
次
の
文
章
が
指
摘
せ
ら
れ
て
き
た
。

　
ω
　
孟
子
日
、
…
…
世
懸
道
微
、
邪
説
暴
行
有
作
。
臣
軽
重
君
者
有
之
、
子
斌
其
父
者
有
之
。
孔
子
儂
作
春
秋
。
…
…
孔
子
成
業
秋
田

　
　
乱
臣
賊
子
儂
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勝
文
里
下
）

　
②
　
孟
子
日
、
王
者
之
　
連
単
詩
亡
。
詩
亡
、
然
後
春
秋
作
。
晋
之
乗
、
楚
之
樽
机
、
魯
之
春
秋
、
一
也
。
其
事
則
中
身
晋
文
、
其
文

　
　
則
史
。
孔
子
日
、
其
義
則
丘
窮
取
之
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尽
卑
下
）

　
と
こ
ろ
が
、
渡
辺
卓
氏
は
、
こ
れ
ら
の
『
孟
子
』
の
文
章
に
よ
り
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
講
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
復
興
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
と
す
る
、
孟
子
の
『
春
秋
』
観
を
指
摘
し
て
、
旧
来
の
解
釈
を
否
定
し
た
。
こ
の
渡
辺
説
は
ほ
と
ん
ど
批
判
の
余
地
な
き
印
象
を
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
卓
説
で
あ
る
が
、
な
お
、
こ
れ
を
批
判
し
、
旧
来
の
解
釈
を
是
と
す
る
論
考
も
出
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
先
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

機
会
に
、
右
の
文
章
が
示
す
孟
子
の
『
春
秋
』
観
の
真
相
を
求
め
て
考
察
を
試
み
た
が
、
そ
の
結
果
、
渡
辺
説
に
基
本
的
に
同
調
す
る
次

の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。

　
文
武
の
王
者
の
徳
沢
が
世
か
ら
尽
滅
し
て
覇
者
が
出
現
す
る
頃
、
王
道
を
精
神
と
す
る
詩
作
の
伝
統
も
失
わ
れ
た
が
、
そ
れ
を
継
い
で
、

各
国
の
史
官
た
ち
が
、
王
道
を
精
神
と
す
る
歴
史
記
録
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
晋
墨
金
」
・
「
楚
之
濤
机
」
・
「
魯
之
春
秋
」
な

ど
の
「
春
秋
」
で
あ
る
。
こ
の
史
官
の
歴
史
記
録
は
、
世
を
渾
っ
て
密
や
か
な
営
み
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
孔
子
は
こ
の
史
官
に
よ
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る
「
春
秋
」
の
営
み
と
、
そ
こ
に
託
さ
れ
た
大
義
に
気
づ
い
た
。
（
以
上
、
主
と
し
て
前
掲
②
の
文
意
を
取
る
）

　
そ
し
て
、
乱
臣
賊
子
の
末
世
を
留
れ
た
孔
子
は
、
密
や
か
に
行
わ
れ
た
「
春
秋
」
を
世
に
公
然
な
も
の
と
し
た
。
（
前
掲
ω
　
「
孔
子
催

　
　
　
　
　
お
こ

れ
て
春
秋
を
作
す
」
の
意
を
取
る
）
か
く
て
、
世
の
乱
臣
賊
子
は
、
　
「
春
秋
」
に
我
が
無
道
を
記
さ
れ
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
催
れ
た
。
（
同
上
、
「
孔
子
春
秋
を
成
し
て
乱
臣
賊
子
留
る
」
の
意
を
取
る
）

　
お
お
よ
そ
以
上
が
、
筆
者
が
穴
馬
に
お
い
て
示
し
た
孟
子
の
『
春
秋
』
観
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
筆
者
は
、
孟
子
に
お
い
て
、

『
春
秋
』
の
制
作
者
を
孔
子
と
す
る
観
方
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
点
、
渡
辺
氏
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
孔
子
の

『
春
秋
』
制
作
説
は
、
い
つ
、
何
人
の
手
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
思
想
的
背
景
の
も
と
に
成
立
し
た
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
先
の
渡
辺
氏
の
論
考
で
は
、
孔
子
春
秋
制
作
説
は
荷
子
の
初
め
て
唱
う
る
所
と
す
る
。
他
方
、
日
原
利
国
氏
は
孟
子
の
『
春
秋
』
観
に

つ
い
て
は
渡
辺
説
を
受
け
容
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
渡
辺
説
を
採
ら
ず
、
こ
れ
を
質
草
か
ら
『
韓
非
子
』
の
問
に
成
立
し
た
も
の

　
　
　

と
す
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
こ
の
両
氏
の
所
説
を
吟
味
す
る
所
か
ら
始
め
る
こ
と
と
す
る
。

一
2

「

　
『
荷
子
』
中
、
『
春
秋
』
に
言
及
す
る
も
の
は
、
後
学
の
手
に
な
る
と
み
ら
れ
る
大
略
篇
を
除
く
と
、
次
の
三
条
で
あ
る
。

　
q
D
　
故
愚
者
政
事
之
単
為
。
詩
里
中
声
之
所
止
也
。
礼
者
法
之
大
分
、
類
之
網
紀
也
。
下
学
至
里
中
而
止
　
。
空
事
之
畔
道
徳
之
極
。

　
　
礼
之
敬
文
也
、
楽
之
中
和
也
、
詩
書
之
博
也
、
春
秋
隠
微
也
、
在
天
地
之
間
者
畢
　
。
（
勧
学
篇
）

　
②
　
礼
楽
法
而
不
説
、
詩
書
故
而
不
切
、
春
秋
約
而
不
速
。
（
同
右
）

　
㈹
　
聖
人
盲
者
、
道
之
管
也
。
天
下
之
道
管
是
　
。
百
君
寵
道
一
是
　
。
故
詩
書
礼
楽
之
帰
是
　
。
詩
言
是
其
志
也
。
書
春
思
其
事
也
。

　
　
礼
言
是
其
行
也
。
楽
言
是
其
和
也
。
春
秋
是
其
微
也
。
（
儒
効
篇
）

　
右
の
よ
う
に
、
　
『
荷
子
』
に
は
「
春
秋
」
の
名
は
見
え
る
が
、
そ
れ
を
孔
子
と
の
関
係
で
述
べ
て
は
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
渡
辺
氏
は
、

第
一
に
、
筍
子
は
「
性
本
来
の
悪
を
矯
め
て
君
子
と
な
る
た
め
に
は
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
春
秋
を
良
師
に
つ
い
て
学
び
礼
儀
法
度
を
身
に



修
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
彼
の
心
中
に
は
少
な
く
と
も
儒
家
の
経
典
た
る
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
春
秋
は
す
べ
て
聖

人
の
著
作
で
あ
る
、
と
す
る
思
想
が
存
し
て
い
た
に
違
い
」
な
い
こ
と
。
第
二
に
懸
子
は
右
の
よ
う
に
「
春
秋
」
の
特
徴
を
「
微
」
「
約

而
不
速
」
と
す
る
か
ら
、
そ
の
「
春
秋
」
と
は
、
「
義
」
を
説
く
経
典
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
荷
子

は
、
孔
子
を
領
地
を
有
し
な
い
聖
人
（
非
十
二
子
育
）
、
義
を
完
備
し
た
者
（
王
制
）
と
考
え
て
い
る
こ
と
。
こ
の
三
つ
の
事
情
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
子
は
、
『
春
秋
』
を
孔
子
の
著
と
考
え
て
い
た
、
と
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
筍
子
が
実
際
に
そ
れ
を
述
べ
て
い
な
い
以
上
、
日
原
氏
の
「
単
子
に
あ
っ
て
『
春
秋
』
は
経
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
本
質
は
「
微
」
と
規
定
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
『
春
秋
』
を
孔
子
の
著
述
と
考
え
て
い
た
形
跡
は
な
い
」
と
い
う
指
摘
に
従
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
た
だ
、
　
『
春
秋
』
を
孔
子
の
制
作
と
し
な
い
筍
子
が
、
孔
子
以
外
の
ど
の
よ
う
な
権
威
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
詩
書
と
並
ぶ
経
典
と
認
め

た
か
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
前
掲
㈲
の
儒
理
訴
の
文
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　
こ
の
文
中
に
見
え
る
「
是
」
は
、
い
ず
れ
も
久
保
愛
増
注
に
言
う
よ
う
に
冒
頭
の
聖
人
を
さ
す
と
み
ら
れ
る
が
、
た
だ
し
、
こ
の
聖
人

は
具
体
的
な
特
定
の
聖
人
を
言
う
の
で
は
な
く
抽
象
概
念
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
荷
子
は
、
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
春
秋
の
精

神
は
聖
人
に
帰
一
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
経
典
は
そ
れ
ぞ
れ
聖
人
の
「
志
」
「
行
」
「
和
」
「
微
」
と
い
う
属
性
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
右
の
③
の
文
に
連
続
す
る
次
の
記
載
に
注
目
し
よ
う
。

　
　
故
風
光
所
以
為
不
逐
者
、
取
是
以
節
雌
羊
。
小
雅
之
所
以
為
小
雅
、
取
是
而
文
之
也
。
大
雅
之
所
以
為
大
雅
者
、
取
是
而
光
之
也
。

　
　
頒
之
所
以
為
至
者
、
取
是
而
通
之
也
。

　
こ
の
文
中
の
三
つ
の
「
是
」
も
、
前
文
か
ら
の
連
続
で
聖
人
を
指
す
。
こ
の
文
は
『
詩
経
』
が
経
典
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
理
由
を
、
風
・

雅
・
頬
の
各
部
の
性
格
に
沿
い
な
が
ら
説
明
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
荷
留
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
た
と
え
ば
孔
子
と
い
っ

た
特
定
の
聖
人
と
の
関
連
を
全
く
問
題
に
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
抽
象
概
念
と
し
て
の
聖
人
と
の
連
続
性
、
一
体
性
を
言
う
の
み
で
あ
る
。

特
に
『
詩
経
』
黒
石
は
無
名
の
詩
人
の
作
で
あ
り
、
わ
け
て
も
国
風
は
民
間
の
歌
で
あ
る
。
そ
れ
が
何
故
に
経
た
り
う
る
か
を
説
明
し
て
、

荷
子
は
専
ら
詩
人
の
道
と
の
一
体
性
を
言
う
の
み
で
、
特
定
の
聖
人
の
修
定
と
い
う
よ
う
な
考
え
を
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
子
に
あ
っ
て
は
、
経
は
必
ず
し
も
い
特
定
の
聖
人
の
手
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
聖
人
の
道
と
の
十
全
な
一
体
性
、
そ

一
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れ
が
筍
子
に
お
け
る
経
の
条
件
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
渡
辺
氏
の
「
彼
（
玉
子
）
の
心
中
に
あ
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
儒
家

の
経
典
た
る
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
春
秋
は
す
べ
て
聖
人
の
著
作
で
あ
る
、
と
す
る
思
想
が
存
し
て
い
た
に
違
い
な
い
」
と
の
指
摘
は
妥
当

性
を
欠
く
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
従
っ
て
、
萄
子
に
お
け
る
『
春
秋
』
は
、
層
聖
人
の
「
微
」
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、
聖
人
の
道
と
の
一
体
性
を
得
、
そ
の
故

に
経
典
た
り
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
事
情
か
ら
し
て
も
、
筍
子
に
お
い
て
孔
子
の
『
春
秋
』
制
作
説
の
成
立
を
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
荷
物
に
お
い
て
、
『
春
秋
』
が
聖
人
の
道
と
の
一
体
性
に
お
い
て
経
典
た
り
え
て
い

る
と
い
う
の
は
、
『
春
秋
』
の
原
作
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
『
春
秋
』
は
経
た
り
う
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
魯
の
公
室
記
録
と
し
て
の
『
春

秋
』
そ
の
も
の
の
中
に
、
義
の
存
在
を
認
め
て
い
る
と
す
る
筆
者
解
す
る
所
の
孟
子
の
『
春
秋
』
観
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
浮
子
も
ま
た
孟
子
同
様
、
『
春
秋
』
の
作
者
を
魯
の
史
官
と
み
て
い
る
と
し
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。

　
渡
辺
氏
の
所
説
の
吟
味
は
こ
の
辺
り
で
と
ど
め
、
次
に
日
原
氏
の
所
説
を
見
て
み
よ
う
。
日
原
氏
が
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
成
立

を
荷
子
と
『
韓
非
子
』
の
間
と
す
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
る
。

　
　
魯
錨
草
問
於
仲
鎌
止
、
春
秋
之
記
日
、
冬
十
二
月
雷
霜
不
翠
煙
。
何
為
出
塁
。
仲
尼
対
日
、
此
言
可
以
殺
而
不
殺
陣
。
幽
思
電
量
不

　
　
殺
、
桃
李
冬
実
。
天
失
道
、
草
木
猶
犯
干
之
、
而
況
於
人
君
乎
。

　
こ
れ
は
『
韓
非
子
』
内
儲
塁
上
の
記
載
で
あ
る
が
、
魯
の
白
蝋
が
『
春
秋
』
の
記
事
に
「
冬
十
二
月
、
下
鞘
り
、
寂
を
殺
ら
さ
ず
」
と

い
う
不
可
思
議
な
も
の
が
あ
る
こ
と
の
理
由
を
尋
ね
た
の
に
対
し
て
、
孔
子
が
法
家
的
な
解
釈
を
も
っ
て
そ
れ
に
答
え
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
そ
の
答
え
の
内
容
は
こ
の
際
特
に
必
要
な
い
の
で
省
略
す
る
と
し
て
、
日
原
氏
は
こ
の
記
載
が
、
孔
子
の
『
春
秋
』
制
作
を
前
提

す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
哀
公
の
質
問
は
『
春
秋
』
の
作
者
た
る
孔
子
に
な
さ
れ
た
も
の
と
み
、
こ
の
よ
う
に
儒
家
と
対
立
す
る
韓
非
の

学
派
が
、
孔
子
の
『
春
秋
』
制
作
を
そ
の
理
論
喧
伝
に
逆
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
儒
家
の
内
部
で
そ
れ
が
す
で
に

唱
え
ら
れ
出
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
し
、
筍
子
に
お
い
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
も
、
『
韓
非
子
』
ま
で
に
は
成
立

　
　
　
　
　
　
　

し
て
い
た
と
す
る
。

　
し
か
し
、
右
の
内
儲
聖
上
の
説
が
、
制
作
説
に
立
っ
て
い
る
と
断
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
こ
の
説
話
は
日
原
氏
の
よ
う
に

解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
た
同
時
に
右
の
不
可
思
議
な
記
載
が
『
春
秋
』
に
書
か
れ
た
理
由
が
、
『
春
秋
』
の
理
解

一
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者
孔
子
に
尋
ね
ら
れ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
事
実
、
右
の
文
の
ど
こ
に
も
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
書
い
た
こ
と
を
明
言
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
と
こ
ろ
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
資
料
を
根
拠
と
し
て
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
成
立
を
断
定
す
る
こ
と
は
な
お
困
難
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。二

　
さ
て
、
以
上
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
成
立
に
関
す
る
渡
辺
・
日
原
氏
の
新
説
を
検
討
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
な

お
批
判
の
余
地
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
改
め
て
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
成
立
を
確
定
で
き
る
資
料
を
求
め
、
そ
の
他

の
「
春
秋
」
の
名
の
見
え
る
文
献
を
み
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
『
葡
子
』
に
、
先
に
見
た
も
の
以
外
に
、
次
の
大
略
篇
の
二
条
の
記
載
に
も
「
春
秋
」
が
見
え
て
い
る
。
大
略
篇
は
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
筍
子
後
学
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
篇
で
あ
る
た
め
、
先
の
検
討
か
ら
除
外
し
た
。

　
○
三
日
、
復
自
道
、
何
三
三
。
春
秋
、
賢
穆
公
、
以
為
能
変
也
。

　
○
不
足
於
行
者
、
四
過
。
不
足
於
信
者
、
誠
言
。
故
春
秋
非
難
命
、
而
鼻
糞
屡
盟
、
心
心
一
也
。

　
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
公
羊
伝
の
経
義
を
引
い
て
お
り
、
そ
こ
で
右
の
二
文
の
成
立
も
公
羊
伝
が
世
に
出
た
普
代
景
帝
期
以
降
と
い
う

見
方
が
な
り
た
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
『
春
秋
』
と
孔
子
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
何
ら
知
り

得
な
い
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
、
検
討
を
先
に
進
め
る
。

　
先
唱
の
、
．
も
し
く
は
先
秦
に
淵
源
す
る
と
み
ら
れ
る
文
献
中
、
以
上
に
見
て
き
た
『
孟
子
』
『
面
子
』
『
韓
非
子
』
以
外
、
『
墨
子
』
『
国

語
』
『
荘
子
』
『
華
氏
春
秋
』
『
礼
記
』
に
も
「
春
秋
」
の
名
が
散
見
す
る
が
、
こ
の
う
ち
『
墨
子
』
『
国
語
』
に
見
え
る
「
春
秋
」
は
、
日

　
　
　
　
　
　
　

原
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
史
書
の
雅
名
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
孔
子
と
関
わ
る
儒
家
経
典
と
し
て
の
『
春
秋
』
と
直
接
の
関
係
は
な
い

と
み
な
し
う
る
の
で
、
こ
こ
で
の
検
討
か
ら
除
外
す
る
。

　
そ
こ
で
そ
の
他
の
文
献
中
、
『
荘
子
』
の
も
の
を
ま
ず
み
て
み
よ
う
。

　
ω
　
春
秋
経
世
先
生
之
志
、
聖
人
議
而
不
弁
。
（
斉
物
論
篇
）

｝
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②
　
孔
子
謂
老
聴
日
、
丘
治
詩
・
書
・
楽
・
易
・
春
秋
六
経
。
自
以
為
久
　
。
辱
知
其
故
　
。
（
天
運
篇
）

　
③
　
詩
以
道
志
、
書
以
道
事
、
礼
以
道
行
、
楽
以
道
和
、
易
以
道
陰
陽
、
春
秋
廻
道
名
分
。
（
天
下
篇
）

　
こ
れ
ら
の
記
載
に
つ
い
て
、
日
原
氏
は
、
ω
は
荘
周
の
当
時
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
古
い
史
書
の
名
、
②
③
は
戦
国
末
か
幕
軍
の
資
料
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
荘
周
の
原
作
と
さ
れ
る
部
分
に
孔
子
に
関
係
す
る
『
春
秋
』
は
現
れ
な
い
と
し
、
こ
れ
ら
を
孔
子
の
『
春
秋
』

制
作
の
問
題
と
関
連
し
て
扱
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
確
か
に
、
①
は
日
原
氏
の
言
う
通
り
の
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
㈲
も
、

特
に
孔
子
と
『
春
秋
』
の
関
係
に
つ
い
て
何
ら
か
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
②
の
文
は
注
意
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
孔
子
は
老
購
に
向
か
っ
て
「
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
」
の
「
六
経
」
を
「
治
」
め
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の

「
治
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
右
に
続
く
文
に
、
先
王
の
「
陳
　
」
に
す
ぎ
な
い
「
六
経
」
に
よ
っ
て
道
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

か
ら
、
改
め
て
自
然
の
「
化
」
の
中
に
道
を
得
る
べ
き
こ
と
を
老
子
に
教
え
ら
れ
た
孔
子
が
、
そ
の
教
え
に
従
っ
て
、
「
不
出
三
月
」
の

後
、
道
を
得
た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
こ
の
「
治
」
と
は
、
修
養
・
修
得
の
意
で
あ
る
。
す
る
と
、

こ
こ
で
の
「
春
秋
」
は
、
孔
子
が
制
作
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
孔
子
が
道
を
修
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
孔
子
以
外
の

者
が
先
王
の
道
を
表
現
し
た
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
荘
子
』
の
外
篇
に
含
ま
れ
る
天
運
篇
の
成
立
、
ま
た
『
易
』
『
春
秋
』
を
含
め
た
「
六
経
」
の
語
の
成
立
が
い
つ
の
こ
と
か
は
明
確

に
し
が
た
い
が
、
『
階
子
』
に
は
先
の
よ
う
に
『
春
秋
』
の
名
が
見
え
、
ま
た
『
易
』
の
名
も
見
え
る
（
海
相
篇
に
一
条
、
大
略
篇
に
二

条
、
大
略
篇
で
は
前
事
の
よ
う
に
、
両
者
が
並
存
す
る
）
。
だ
が
、
六
経
の
語
は
見
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
六
経
の
語
の
見

え
る
『
荘
子
』
天
運
篇
の
成
立
は
、
『
筍
子
』
以
降
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
漢
初
あ
た
り
ま
で
下
る
可

能
性
も
あ
る
。
も
し
、
こ
の
天
運
篇
の
孔
子
の
説
話
が
、
当
時
の
儒
家
の
一
般
的
経
観
を
承
け
て
い
る
と
す
れ
ば
、
孔
子
の
『
春
秋
』
制

作
説
は
、
漢
初
に
至
っ
て
も
な
お
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
可
能
性
も
出
て
く
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
儒
家
の
書
な

ら
ぬ
『
荘
子
』
の
中
の
一
文
で
あ
る
か
ら
、
儒
家
の
経
観
を
そ
の
ま
ま
承
け
て
い
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
な
お
警
戒
を
要
す
る
。
し
か
し
、

な
お
『
荷
子
』
以
降
漢
初
に
至
る
ま
で
の
時
期
の
「
般
的
『
春
秋
』
観
を
示
す
一
つ
の
資
料
と
は
な
り
え
よ
う
。

　
続
い
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
中
の
「
春
秋
」
の
名
を
示
す
も
の
を
見
て
み
よ
う
。
　
『
詫
言
春
秋
』
に
は
一
条
、
慎
行
論
、
求
人
篇
に
『
春

秋
』
の
名
が
見
え
る
。
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上
之
有
天
下
亡
者
、
七
十
一
聖
。
主
遣
春
秋
、
自
魯
隠
公
以
至
哀
公
母
堂
二
世
。
其
所
以
得
之
所
以
失
之
、
其
術
一
也
。
得
賢
人
、

　
　
国
無
不
安
、
名
無
不
栄
。

　
こ
れ
は
、
天
下
を
有
っ
た
七
十
一
聖
の
あ
り
方
と
、
「
春
秋
」
の
記
録
の
観
察
の
結
果
を
以
て
、
「
得
賢
人
云
云
」
の
命
題
の
正
し
さ
を

示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
春
秋
」
は
「
自
魯
隠
公
以
至
哀
公
十
有
二
世
」
の
記
述
か
ら
、
明
ら
か
に
儒
家
経
典
の

『
春
秋
』
を
指
す
と
み
な
せ
る
が
、
こ
こ
で
の
『
春
秋
』
は
、
「
観
於
春
秋
」
の
句
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歴
史
を
観
察
す
る

素
材
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
求
人
篇
の
作
者
に
『
春
秋
』
を
孔
子
の
著
述
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
こ
と
は

『
春
秋
』
の
観
察
の
結
果
と
し
て
で
は
な
く
、
『
春
秋
』
に
寓
せ
ら
れ
た
孔
子
の
義
と
し
て
表
現
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の

求
人
篇
の
成
立
時
期
も
、
に
わ
か
に
決
め
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
『
呂
氏
春
秋
』
の
六
論
に
属
す
る
と
こ
ろ
が
ら
見
て
、
早
く

見
積
も
っ
て
戦
国
末
、
最
も
遅
く
み
て
端
初
と
み
な
し
う
る
も
の
で
、
先
に
見
た
『
韓
非
子
』
内
儲
説
上
、
『
荘
子
』
天
運
篇
と
お
お
よ

そ
重
な
る
。
求
人
篇
と
こ
れ
ら
二
者
に
お
け
る
『
春
秋
』
の
現
れ
方
を
併
せ
考
え
る
と
、
い
ず
れ
も
『
春
秋
』
の
作
者
を
明
言
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
漢
初
に
至
る
と
こ
ろ
ま
で
、
そ
れ
を
孔
子
と
す
る
見
方
が
未
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
続
い
て
今
度
は
『
礼
記
』
中
の
「
春
秋
」
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
経
解
篇
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
孔
子
日
、
斎
鎌
国
、
其
教
可
知
也
。
其
為
人
也
、
温
柔
敦
厚
、
詩
教
也
。
疏
通
知
遠
、
書
教
也
。
広
博
易
良
、
楽
昇
等
。
契
静
精
微
、

　
　
易
教
也
。
恭
倹
荘
敬
、
礼
教
鞭
。
遁
辞
学
事
、
春
秋
教
也
。
故
詩
之
失
愚
…
…
春
秋
之
失
礼
。
其
為
人
也
、
温
柔
敦
厚
而
欝
欝
、
則

　
　
深
於
詩
者
也
。
…
…
属
辞
旧
事
而
不
乱
、
則
深
於
春
秋
者
也
。

　
こ
こ
に
お
け
る
「
春
秋
」
は
『
易
』
と
と
も
に
、
『
詩
』
『
書
』
と
並
び
称
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
も
と
よ
り
儒
家
経
典
と
し
て
の
『
春
秋
』

と
み
な
せ
る
。
今
、
孔
子
と
『
春
秋
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
右
の
文
が
ど
の
よ
う
な
前
提
に
立
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
に
、
こ
こ
で
は
国

の
気
風
が
「
卜
辞
記
事
」
で
あ
る
の
は
『
春
秋
』
の
教
え
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
孔
子
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
場
合
の
『
春
秋
』
は
、
『
詩
』
『
書
』
と
同
様
、
孔
子
の
存
在
以
前
に
、
国
の
気
風
の
形
成
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
に
世
に
広
く

行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
右
の
重
々
篇
の
文
に
お
い
て
も
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し

て
、
図
解
篇
の
成
立
は
、
右
の
よ
う
に
『
易
』
を
経
典
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
玉
子
以
前
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
従
っ
て
そ
れ
は
戦
国
最
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末
期
以
降
か
ら
漢
初
の
こ
と
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
右
の
一
文
も
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
が
漢
初
の
こ
ろ
ま
で
存
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
一
証
と
な
し
え
よ
う
。

　
続
い
て
同
じ
く
『
礼
記
』
の
坊
一
篇
に
現
れ
る
「
春
秋
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
、
二
条
の
文
に
「
春
秋
」
の
名
が

現
れ
る
。

　
○
未
没
喪
、
不
称
君
、
示
民
不
争
也
。
故
塁
春
秋
記
晋
喪
日
、
殺
尊
君
之
子
異
斉
、
及
暴
君
卓
。

　
○
取
妻
不
取
運
同
姓
、
以
厚
別
也
。
故
買
妾
、
不
知
其
姓
、
則
卜
之
。
以
此
坊
民
、
魯
春
秋
猶
賢
夫
人
之
姓
日
呉
、
其
死
日
孟
子
卒
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
「
魯
春
秋
」
と
称
す
る
も
の
に
、
義
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
従
来
の
説
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
こ
の
「
魯
春
秋
」
に
筆
冊
の
手
を
加
え
て
、
義
を
寓
し
た
も
の
が
『
春
秋
』
で
あ
っ
た
。

冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
従
来
の
説
は
、
孟
子
の
『
春
秋
』
論
を
根
拠
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
渡
辺
氏

の
所
説
に
基
本
的
に
従
い
、
孟
子
の
『
春
秋
』
観
に
従
来
言
わ
れ
て
来
た
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
な
い
。
孟
子
は
『
春
秋
』
の
作
者
を
孔

子
と
見
て
い
ず
、
従
来
孔
子
の
『
春
秋
』
が
依
拠
し
た
と
さ
れ
て
き
た
「
魯
之
春
秋
」
そ
の
も
の
の
中
に
義
の
存
在
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ

た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
渡
辺
氏
や
筆
者
解
す
る
所
の
孟
子
の
『
春
秋
』
観
と
、
右
の
坊
記
篇
が
前
提
と
し
て
い
る
『
春
秋
』
観
と

は
基
本
的
に
一
致
し
、
従
っ
て
、
こ
の
単
記
篇
の
文
は
渡
辺
氏
筆
者
の
見
解
の
妥
当
性
を
示
す
有
力
な
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
こ
の
坊
記
篇
に
は
、
「
論
語
日
」
と
明
言
し
て
、
今
日
の
そ
れ
の
学
而
篇
の
「
三
年
無
改
父
之
道
、
可
塑
孝
　
」
と
い
う
文

を
引
く
所
が
あ
る
。
『
論
語
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
も
、
諸
問
題
あ
っ
て
断
定
的
な
こ
と
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
『
論
語
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
称
は
漢
初
に
始
ま
る
と
見
て
大
過
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
坊
記
篇
の
成
立
は
、
漢
初
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
『
春

秋
』
も
そ
の
頃
ま
で
、
「
魯
春
秋
」
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
坊
記
篇
の
存
在
と
、
先
に
見
た
『
韓
非
子
』
内
儲
説
、
『
荘
子
』
天
運
篇
、
『
呂
氏
春
秋
』
求
人
篇
及
び
『
礼
記
』
経
解
雪
中
に
引

か
れ
た
『
春
秋
』
の
性
格
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
右
の
見
方
は
極
め
て
高
い
妥
当
性
を
も
つ
も
の
と
な
る
と
考
え
る
。

一
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以
上
は
、
先
秦
に
成
立
す
る
か
も
し
く
は
先
秦
に
淵
源
を
も
つ
典
籍
の
中
で
、
『
春
秋
』
に
言
及
す
る
も
の
に
つ
い
て
見
、
結
果
的
に

漢
代
初
期
ま
で
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
成
立
を
見
て
い
な
い
こ
と
の
推
測
を
可
能
な
ら
し
め
る
資
料
を
得
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ

で
、
今
度
は
逆
に
、
孔
子
の
『
春
秋
』
制
作
の
業
を
明
確
に
言
う
も
の
を
捜
し
て
み
る
と
、
結
局
、
『
春
秋
』
の
伝
を
除
け
ば
、
そ
の
最

も
早
い
も
の
と
し
て
は
『
史
記
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
方
、
『
春
秋
』
三
伝
の
う
ち
、
『
左
伝
』
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
孔
子
を
『
春
秋
』
の
作
者
と
す
る
見
方
そ
の
も
の
が
存
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
『
殻
儲
蓄
』
は
孔
子
と
『
春
秋
』
の
作
者
と
す
る
前
提
は
も
と
よ
り
存
す
る
が
、
そ
の
こ
と
を
取
り
立
て
て
述
べ
る
所
は
な
い
。

孔
子
の
『
春
秋
』
制
作
を
そ
の
動
機
や
目
的
ま
で
含
め
て
明
確
に
述
べ
る
の
は
『
公
親
等
』
で
あ
る
。
そ
の
『
公
羊
伝
』
は
漢
景
帝
の
時

に
世
に
出
た
と
さ
れ
る
。

　
先
に
見
た
よ
う
に
、
『
韓
非
子
』
外
儲
説
上
以
下
の
、
漢
初
ま
で
そ
の
成
立
が
下
る
可
能
性
の
あ
る
典
籍
に
お
い
て
は
、
孔
子
を
『
春

秋
』
の
制
作
者
と
す
る
考
え
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
武
帝
期
の
『
史
記
』
に
至
っ
て
明
確
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

直
前
の
景
帝
期
に
、
孔
子
の
『
春
秋
』
制
作
を
明
確
に
謳
う
『
公
羊
伝
』
が
出
現
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
孔
子

『
春
秋
』
制
作
説
は
、
他
で
も
な
い
『
公
羊
伝
』
の
出
現
に
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
公
羊
伝
』
が
出
現
す
る
景
帝
期
の
直
前
の
三
蔵
期
に
活
躍
し
た
頁
誼
の
著
と
さ
れ
る
も
の
に
『
新
書
』
が
あ
る
が
、
そ

の
中
に
「
春
秋
」
と
名
付
け
ら
れ
た
一
篇
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
楚
恵
王
や
衛
酪
公
等
春
秋
時
代
の
君
公
や
賢
人
に
関
す
る
掌
篇
の
説

話
集
で
あ
る
。
中
に
は
秦
の
二
世
皇
帝
の
説
話
も
存
し
、
経
典
『
春
秋
』
と
は
、
説
話
の
時
代
が
『
春
秋
』
の
時
代
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
と

い
う
程
度
の
一
致
点
し
か
見
出
せ
な
い
。
も
し
、
こ
の
「
春
秋
」
篇
が
成
立
し
た
時
期
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
制
作
し
た
こ
と
が
広
く
唱

え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
孔
子
と
何
ら
関
わ
る
こ
と
な
い
説
話
集
に
「
春
秋
」
の
名
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

『
新
書
』
の
著
者
質
誼
は
、
公
羊
伝
が
出
現
す
る
直
前
の
文
帝
期
に
活
躍
し
、
没
し
た
と
み
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
も
っ
と
も
『
新
書
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
す
べ
て
頁
誼
の
作
で
な
い
の
は
論
者
の
共
通
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
春
秋
」
篇
に
つ
い
て
は
、
右
の
事
情
に
よ
っ

て
、
孔
子
の
『
春
秋
』
制
作
が
明
確
に
言
わ
れ
出
す
武
帝
期
ま
で
下
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
『
新
書
』
春
秋
篇
の
存
在
は
、

三
景
期
に
お
い
て
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
が
な
お
世
に
広
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
説
が
、
広
範
な
普
及
を
見
、
常

識
化
す
る
武
装
を
さ
ほ
ど
棚
ら
ぬ
時
期
に
世
に
興
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作

【
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説
は
、
公
羊
伝
の
出
現
に
よ
っ
て
世
に
普
及
し
た
こ
と
を
「
春
秋
篇
」
は
側
面
か
ら
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

四

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
普
及
を
公
羊
伝
の
成
立
の
時
点
以
降
の
こ
と
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
こ
の
説
の
普
及
の
始
ま
り
で
、
こ
の
説
自
体
の
成
立
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
説
の
普
及
は
そ
の
時
か
ら
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
を
初
め
て
世
に
唱
え
出
し
た
公
羊
伝
の
内
部
に
あ
っ
て
は
、
つ
と
に
、
こ
の
説
が
成
立
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

、
と
こ
ろ
が
、
次
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
時
、
公
羊
伝
の
み
ひ
と
り
早
く
か
ら
、
孔
子
の
『
春
秋
』
制
作
を
前
提
し
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
別
稿
に
お
い
て
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
要
約
し
つ
つ
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
つ
ま
り
、
公
羊
伝
は
　
　
殻
梁
伝
も
同
様
で
あ
る
が
一
そ
の
す
べ
て
の
伝
文
に
お
い
て
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
が
一
貫
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
公
羊
伝
は
、
確
か
に
獲
麟
の
条
に
、
孔
子
の
『
春
秋
』
制
作
を
、
そ
の
動
機
や
目
的
を
も
含
め
て
明
言
し
て

お
り
、
明
確
に
こ
の
見
方
を
前
提
と
し
た
伝
文
も
も
と
よ
り
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
、
『
春
秋
』
を
孔
子
以
外
の
者
と
す
る
伝
文

の
存
在
も
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。

昭
1
2

　経
　
春
、
斉
高
優
帥
師
、
納
兆
燕
伯
干
陽
。

　伝
　
伯
子
聾
者
何
、
公
子
陽
生
也
。
子
日
、
歯
群
知
之
　
。
存
側
者
日
、
子
筍
知
之
、
何
以
不
革
。
日
、
如
年
所
不
知
何
。
春
秋
之
信
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
也
。
其
序
則
斉
桓
晋
文
。
其
会
則
主
会
者
為
之
。
其
詞
則
丘
有
罪
早
耳
。

　
経
文
の
「
伯
工
J
陽
」
は
「
公
子
陽
生
」
の
誤
り
で
あ
る
が
、
「
春
秋
之
信
史
也
」
で
あ
る
と
し
て
、
孔
子
は
断
固
書
き
改
め
な
か
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
　
「
其
詞
則
丘
有
罪
爾
」
と
い
う
の
は
、
孔
子
の
厳
格
な
経
文
保
全
に
対
す
る
責
任
意
識
を
言
お
う
と
す
る
も
の
と
み

な
せ
る
。
こ
の
例
は
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
と
明
ら
か
に
対
立
す
る
。

［
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更
に
公
羊
伝
に
は
『
春
秋
』
の
制
作
者
を
「
君
子
」
と
言
う
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、

僖
1
7

樹
夏
、
滅
項
。

　伝
　
敦
滅
之
、
斉
笹
書
。
掲
為
不
言
斉
滅
之
。
古
塁
公
韓
。
此
山
人
之
国
、
何
賢
爾
、
君
子
強
悪
悪
也
、
疾
始
。
善
善
也
、
註
記
。
弾
正

（　
　
嘗
有
三
絶
存
亡
之
功
。
四
君
子
為
之
詳
也
。

の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
君
子
」
の
存
在
に
は
、
山
田
梶
野
が
す
で
に
注
目
し
、
明
確
に
『
春
秋
』
の
制
作
者
を
指
す
と
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ
「
君
子
」
の
例
が
十
一
、
そ
の
よ
う
に
解
し
う
る
も
の
数
例
が
公
羊
伝
に
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

『
春
秋
』
の
作
者
を
呼
ぶ
に
孔
子
を
以
て
す
る
の
は
、
獲
麟
の
伝
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
公
羊
伝
に
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
が
一
貫
す
る

と
み
る
立
場
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
「
君
子
」
は
す
べ
て
孔
子
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
で
は
何

故
、
公
羊
伝
は
孔
子
と
言
わ
ず
「
君
子
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
儒
家
に
お
い
て
、
孔
子
を
君
子
と
呼
ぶ
例
は

あ
る
だ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
う
い
う
場
合
が
存
す
る
と
し
て
も
、
孔
子
に
よ
っ
て
経
と
し
て
の
権
威
を
保
証
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
孔
子
の

名
を
呼
ぶ
の
に
「
君
子
」
を
以
て
す
る
の
は
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
筆
者
は
、
別
稿
に
お
い
て
、
公
羊
伝
の
伝
文
に
は
、
『
春
秋
』
の
制
作
者
を
孔
子
と
す
る
前
提
の
下
に
出
来
て
い
る

も
の
と
、
そ
れ
以
外
の
者
と
す
る
前
提
の
下
に
出
来
た
も
の
と
が
併
存
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
小
論
で
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
乱
塾
を
除
い
て
考
え
た
場
合
、
『
春
秋
』
の
制
作
者
を
孔
子
以
外
の
者
と
す
る
見
方
は
、
『
孟
子
』

以
降
、
年
初
の
頃
ま
で
の
典
籍
で
、
『
春
秋
』
の
名
を
示
す
も
の
に
共
通
す
る
の
で
あ
り
、
孔
子
を
そ
の
制
作
者
と
す
る
の
は
『
史
記
』

以
降
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
公
羊
伝
は
、
そ
の
学
派
が
、
そ
の
内
部
に
お
い
て
成
立
さ
せ
た
経
義
を
長
期
に
わ
た
っ
て
伝
承
し
て
き
た

も
の
を
成
書
化
し
て
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
る
一
時
期
i
具
体
的
に
は
そ
の
成
書
化
が
な
っ
た
と
さ
れ
る
景
堅
忍
に
、
先
行
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
春
秋
』
の
伝
文
を
編
集
し
て
出
来
た
も
の
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
の
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
『
春
秋
』
は
、
こ
れ
を
孔
子
の
制
作
と
す
る
の
で
は
な
く
、
魯
の
公
室
記
録
そ
の
も
の
と
す
る
認
識

の
も
と
に
、
そ
の
中
に
坐
せ
ら
れ
て
い
る
義
の
解
読
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
あ
る
者
が
『
春
秋
』
を
孔
子
の
制
作
と
す
る
新
た

一
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な
観
点
か
ら
、
そ
れ
ら
の
先
行
の
経
義
の
解
説
に
多
く
の
素
材
を
取
っ
て
編
集
し
た
の
が
公
羊
伝
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
要
す
る
に
、
筆
者
は
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
は
、
景
帝
期
に
編
集
成
書
化
さ
れ
る
公
羊
伝
の
作
者
が
、
そ
の
編
集
を
開
始
す
る
段
階
で

案
出
し
、
そ
の
編
集
成
書
化
を
契
…
機
と
し
て
世
に
普
及
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
他
の
二
級
の
う
ち
、
左
伝
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
孔
子
を
『
春
秋
』
の
制
作
と
す
る
見
方
そ
の
も
の
が
な
い
。
ま
た
殻

梁
伝
は
公
羊
伝
と
同
様
、
早
期
に
確
立
し
た
伝
文
が
口
承
の
期
間
を
経
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
先
行
の
伝
承
を
あ
る
一
時
期
に
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
し
て
成
っ
た
と
み
ら
れ
、
し
か
も
、
そ
の
成
立
は
公
羊
伝
よ
り
後
れ
、
そ
の
思
想
的
影
響
下
に
成
立
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

左
伝
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
殻
梁
伝
が
公
羊
伝
に
先
ん
じ
て
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
に
立
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

五

　
以
上
の
見
方
を
仮
り
に
妥
当
と
し
て
、
次
に
考
う
べ
き
こ
と
は
、
公
羊
伝
が
、
『
春
秋
』
を
魯
の
公
室
記
録
と
し
、
そ
の
中
に
義
を
探

求
し
た
旧
来
の
『
春
秋
』
観
を
捨
て
、
何
故
に
漢
初
の
頃
、
孔
子
を
そ
の
制
作
者
と
す
る
『
春
秋
』
論
を
新
た
に
打
ち
出
す
必
要
が
あ
っ

た
の
か
、
そ
の
思
想
史
的
必
然
性
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
公
羊
伝
が
成
立
し
た
時
期
の
思
想
界
、
と
り
わ
け
当
時
の
儒
教
の
状
況
を
概
観
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特

に
『
史
記
』
礼
書
の
次
の
記
載
に
注
目
し
た
い
。

　
　
周
衰
、
礼
廃
曲
壊
…
…
仲
尼
没
後
、
受
業
之
徒
沈
潭
而
不
良
。
或
適
索
出
、
或
入
河
海
、
豊
山
痛
哉
。
…
…
今
上
即
位
、
招
致
儒
術

　
　
之
士
、
令
共
定
論
、
十
余
年
不
就
。
謡
言
、
判
者
太
平
、
万
民
和
喜
、
瑞
応
辮
至
、
乃
采
風
俗
、
定
制
作
。
上
聞
之
、
業
平
御
史
日
、

　
　
蓋
受
命
十
王
、
各
有
所
由
良
、
単
路
而
同
帰
、
謂
軍
民
而
作
、
追
俗
態
為
制
也
。
議
者
威
称
太
古
、
百
姓
何
望
。
漢
亦
一
定
盛
事
、

　
　
典
法
不
伝
、
謂
子
孫
何
。
化
隆
者
閥
博
、
治
浅
者
福
狭
、
可
不
脚
立
。
乃
以
太
初
之
元
改
正
朔
、
易
服
色
、
封
太
山
、
定
宗
廟
百
官

　
　
之
儀
、
以
為
典
常
、
垂
之
於
後
去
。

　
こ
れ
は
、
先
王
の
礼
の
漢
へ
の
伝
承
状
況
か
ら
説
き
起
こ
し
、
漢
武
期
に
お
け
る
改
暦
そ
の
他
の
制
度
、
儀
礼
の
作
定
の
経
緯
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
王
の
礼
は
、
孔
子
没
後
そ
の
後
学
の
不
遇
や
不
振
に
よ
っ
て
荒
廃
に
帰
し
、
そ
の
た
め
、
漢
武
甲
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の
諸
制
度
・
儀
礼
の
作
定
に
際
し
、
儒
生
が
十
余
年
の
歳
月
を
費
や
し
な
が
ら
、
終
に
そ
の
完
成
を
見
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
五
帝
は
、

「
太
古
を
称
す
る
」
儒
生
ら
の
方
法
を
捨
て
、
漁
人
の
説
を
採
っ
て
「
俗
を
追
っ
て
制
を
為
す
」
先
王
の
筆
石
の
精
神
に
立
ち
返
っ
て
そ

れ
ら
を
作
回
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
漢
初
の
儒
家
の
不
振
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
儒
家
の
低
迷
の
中
で
、
先
王
の
礼
は
も
は
や
知
り
得
な
い
と

す
る
、
先
王
と
当
時
の
世
と
の
断
絶
の
意
識
が
か
な
り
の
程
度
に
拡
が
っ
て
い
た
事
情
を
右
の
礼
書
の
一
節
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　
　
礼
三
三
孔
子
時
而
其
経
不
具
。
及
至
聖
焚
書
、
書
士
散
弾
益
多
、
於
今
独
賢
士
礼
。
（
『
史
記
』
儒
林
伝
）

と
、
回
書
の
欠
亡
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
も
、
同
じ
意
識
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
か
つ
て
、
落
子
は
、
聖
王
の
礼
は
先
王
に
お
い
て
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
王
即
ち
周
に
楽
然
と
再
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
範
に
採
れ
ば
よ
い
と
し
、
そ
の
た
め
に
後
王
の
礼
に
審
か
な
「
君
子
」
す
な
わ
ち
儒
者
を
尊
ぶ
べ
き
こ
と
を
張
し
た
。
　
（
不
筍
篇
・

二
相
篇
）
し
か
る
に
、
漢
に
至
り
実
際
に
そ
の
「
君
子
」
に
礼
が
問
わ
れ
る
と
、
期
待
に
答
え
う
る
も
の
は
何
人
も
提
示
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
当
時
の
儒
者
は
、
そ
の
こ
と
の
理
由
を
説
明
す
る
の
に
、
孔
子
後
学
の
不
遇
や
低
迷
、
秦
の
焚
書
等
に
そ
の
責
任
を
転
嫁
す

る
形
で
、
礼
書
の
欠
亡
、
先
王
と
当
時
と
の
伝
承
の
断
絶
を
唱
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
礼
書
の
欠
亡
、
先
王
と
の
断
絶
が
意
識
さ
れ
る
中
で
、
当
時
の
儒
者
は
先
王
の
礼
を
復
元
す
る
た
め
に
、
詩
書
の
解
釈

に
よ
る
類
推
と
い
う
方
法
が
中
心
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
結
果
議
論
百
出
し
、
武
平
の
要
求
す
る
も
の
を
十
余
年
を
か

け
て
も
つ
い
に
成
す
こ
と
が
で
き
ず
、
武
帝
を
し
て
辟
易
と
さ
せ
、
「
議
者
暑
く
太
古
を
称
す
る
も
、
民
何
ぞ
望
ま
ん
」
と
言
わ
し
め
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
公
羊
伝
は
、
こ
の
よ
う
な
旧
来
の
詩
書
中
心
の
学
が
漸
く
そ
の
限
界
を
露
呈
し
た
頃
に
出
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
右
に
示

し
た
も
の
は
武
帝
期
の
事
柄
で
あ
り
、
ま
た
同
期
の
司
馬
遷
の
認
識
で
あ
っ
て
、
公
羊
が
成
立
す
る
の
は
そ
れ
よ
り
幾
分
前
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
高
祖
の
時
、
朝
里
通
が
朝
儀
を
制
す
る
際
に
、
夏
・
股
・
周
は
礼
を
再
び
し
な
い
と
い
う
画
期
的
な
理
論
で
秦
の
朝
儀
を

模
倣
し
た
周
知
の
話
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
先
王
の
朝
儀
を
儒
家
が
用
意
し
え
な
か
っ
た
事
情
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
恵
帝
都
、
斉
の
相

と
な
っ
た
曹
参
の
下
に
、
百
を
以
て
数
う
る
斉
の
儒
生
が
集
ま
り
な
が
ら
、
「
言
、
人
人
殊
り
」
夕
蝉
の
求
め
る
政
術
を
示
し
得
ず
、
つ
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い
に
曹
参
を
し
て
黄
老
の
術
に
向
か
わ
し
め
た
、
こ
れ
ま
た
有
名
な
『
史
記
』
曹
相
国
世
家
の
話
。
こ
う
し
た
も
の
を
考
え
併
せ
れ
ば
、

先
の
『
史
記
』
礼
書
が
「
孔
子
没
後
、
受
業
之
徒
沈
潭
而
不
当
」
と
述
べ
て
示
す
、
先
王
の
礼
の
伝
承
の
消
滅
、
先
王
と
当
時
の
世
と
の

断
絶
の
意
識
は
、
漢
の
初
め
よ
り
徐
々
に
形
成
、
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
漢
初
に
お
い
て
、
先
王
と
当
時
の
世
と
の
断
絶
の
意
識
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
く
中
で
、
公
羊
伝
は
成
立
し
た
と

考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
公
羊
伝
末
尾
の
孔
子
の
『
春
秋
』
制
作
を
述
べ
る
文
を
見
る
と
、
そ
の
中

に
、　
　
何
以
終
干
哀
十
四
年
、
日
、
備
　
。

と
い
う
一
節
が
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
「
備
　
」
と
は
、
司
馬
遷
が
太
史
に
自
序
に
お
い
て
、
董
仲
離
の
説
と
し
て
、

　
　
春
秋
文
成
数
万
、
其
指
数
千
、
万
物
之
散
聚
皆
在
春
秋
。

と
述
べ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
十
二
諸
侯
年
表
序
に
、

　
　
上
記
隠
、
下
至
哀
之
獲
麟
、
約
其
文
、
去
其
錘
重
、
以
制
義
法
、
王
道
備
、
人
道
挾
。

と
述
べ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
公
虚
伝
は
『
春
秋
』
こ
そ
天
下
の
万
事
万
物
に
対
応
し
う
る
多
様
性
、
完
全
性
を
有
し
、
王
道
、

人
道
を
完
全
に
覆
う
も
の
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
公
羊
伝
が
『
春
秋
』
の
多
様
性
、
王
道
の
具
備
を
強
調
す
る
こ
と
と
、
公
羊
伝
の
成
立
し
た
時
期
に
生
じ
て
い
た
先
王

と
当
時
の
世
と
の
断
絶
の
意
識
の
拡
大
と
は
正
に
相
応
ず
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
公
羊
伝
は
、
そ
う

し
た
先
王
と
当
時
の
世
と
の
断
絶
を
埋
め
る
切
り
札
と
し
て
『
春
秋
』
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
詩
書
が
先
王
を
知
る
よ
す

が
と
し
て
の
限
界
を
示
す
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
限
界
を
越
え
る
役
割
を
、
『
春
秋
』
に
果
た
さ
せ
る
べ
く
、
こ
の
書
に
、
王
道
の
完
備
と

い
う
性
格
を
与
え
、
こ
の
書
の
解
釈
学
に
無
限
の
可
能
性
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
春
秋
』
に
王
道
の
完
備
と
い
う
性
格
を
与
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
作
っ
た
者
と
し
て
、
従
来
の
『
春
秋
』
の

学
が
前
提
と
す
る
魯
の
史
官
で
は
あ
ま
り
に
不
十
分
で
あ
る
。
更
に
、
『
春
秋
』
の
作
者
を
魯
の
史
官
と
す
る
時
、
こ
の
書
の
性
格
は
、

先
王
の
道
を
遠
く
伝
承
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
先
王
を
直
接
述
べ
、
王
者
を
直
接
謳
う
も
の
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
そ
の
昔
よ
り
伝
統
的

権
威
と
な
っ
て
い
た
詩
書
に
対
し
て
、
こ
れ
に
従
属
し
、
こ
れ
を
側
面
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
は
な
り
え
て
も
、
こ
の
権
威
に
匹
敵
し
、
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そ
れ
ら
を
補
足
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
出
さ
れ
る
学
説
を
凌
ぎ
、
「
言
、
人
人
青
る
」
中
で
、
衆
人
を
納
得
せ
し
む

学
説
を
出
だ
す
だ
け
の
権
威
を
も
た
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
に
、
公
羊
伝
が
『
春
秋
』
を
孔
子
の
制
作
と
す
る

新
し
い
『
春
秋
』
の
権
威
づ
け
を
必
要
と
し
た
所
以
が
見
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

六

　
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
前
漢
初
期
の
儒
教
低
迷
期
に
、
旧
来
の
詩
書
の
学
の
限
界
を
超
え
出
る
こ
と
を
試
み
た

公
潮
通
の
作
者
に
よ
っ
て
案
出
さ
れ
、
公
贈
爵
の
成
立
と
と
も
に
普
遍
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
漢
代
初
期

以
前
の
思
想
史
に
お
い
て
、
い
か
な
る
形
に
お
い
て
で
あ
れ
、
孔
子
の
王
道
を
完
備
し
た
書
を
必
要
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
最
後
に
こ
の
点
を
吟
味
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
『
孟
子
』
に
つ
い
て
み
る
に
、
そ
の
最
末
尾
の
所
謂
聖
人
五
百
年
周
期
説
を
述
べ
た
中
で
、
孔
子
は
文
王
の
後
五
百
年
に
し
て

出
現
し
、
伝
聞
に
よ
っ
て
先
王
の
道
を
知
り
得
た
聖
人
と
さ
れ
、
更
に
そ
の
孔
子
か
ら
ま
で
孟
子
百
年
し
か
隔
て
ず
、
ま
た
居
も
近
い
こ

と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
王
の
道
が
孔
子
を
媒
介
と
し
て
当
時
な
お
十
全
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
も
の
と
み
な
せ
る
が
、

そ
の
場
合
に
、
孔
子
と
の
時
間
的
地
理
的
隔
た
り
が
少
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
孔
子
と
孟
子
を
繋
ぐ
媒
体
と
し
て
、
孔
子
の
後

学
な
い
し
孟
子
の
先
達
、
あ
る
い
は
魯
に
残
る
孔
子
の
文
物
上
の
遺
産
の
ご
と
き
が
考
え
ら
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
何
ら

か
の
書
か
れ
た
物
の
存
在
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
最
先
に
そ
れ
が
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
嗣
子
に
お
い
て
は
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
、
先
王
の
道
は
、
後
王
即
ち
周
に
再
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
周
の
道
は
、
「
君

子
」
に
よ
っ
て
把
握
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
落
子
に
お
い
て
も
、
王
道
を
具
備
し
た
孔
子
の
書
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
と
言

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
荷
子
の
考
え
方
は
、
喰
代
の
成
立
と
み
な
さ
れ
る
『
中
庸
』
新
編
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。
　
『
中
庸
』
章
句
の
第
二
十
八
章
は
、
，
制
礼
作
楽
の
可
能
な
人
間
の
要
件
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
そ
の
要
件

と
し
て
、
位
と
徳
と
が
求
め
ら
れ
、
徳
あ
っ
て
位
を
有
し
な
か
っ
た
孔
子
が
、
事
な
き
が
故
に
制
礼
作
楽
を
行
わ
ず
、
周
の
礼
に
従
っ
た

と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
位
あ
っ
て
徳
な
き
秦
の
皇
帝
に
向
か
っ
て
、
な
お
周
の
礼
を
新
王
朝
の
政
治
の
指
針
と
す
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べ
き
こ
と
を
唱
え
る
も
の
で
、
要
す
る
に
、
こ
れ
は
父
子
の
後
継
主
義
を
継
承
し
、
こ
れ
を
言
い
換
え
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
つ
と
に
そ
の
思
索
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
お
い
て
定
評
を
有
す
る
中
庸
新
篇
は
、
秦
代
の
儒
教
を
代
表
す
る
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
庸
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
に
玉
子
の
後
薬
主
義
の
継
承
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
み
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
後
鼻
主
義

は
、
何
ら
か
の
形
で
周
の
礼
が
十
全
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
そ
の
把
握
者
を
筍
子
は
儒
者
そ
の
も
の
と
し
て

い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
中
庸
二
十
八
章
は
何
も
ふ
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
筍
子
同
様
の
考
え
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
秦
以
前
の
儒
家
の
理
論
に
お
い
て
は
、
先
王
の
道
は
、
孔
子
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
以
外
に
よ
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
の
要
請
は
、
や
は
り
、
漢
初
の
詩
書
を
中
心
と
す
る
儒
教
が
漢
王
朝
の
制
度
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
成

に
際
し
、
そ
の
指
導
力
の
限
界
に
直
面
し
て
い
た
時
期
に
初
め
て
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
検
討
を
通
じ
、
孔
子
を
『
春
秋
』
の
制
作
者
と
す
る
説
は
、
漢
窯
、
公
羊
伝
の
作
者
に
よ
っ
て
、
詩
書
中
心
の
当
時
の
儒
教
の

低
迷
を
打
破
す
る
試
み
と
し
て
案
出
さ
れ
、
そ
れ
が
公
羊
伝
制
作
の
重
大
な
契
機
の
一
つ
と
も
な
り
、
や
が
て
、
公
羊
伝
が
成
立
し
世
に

普
及
す
る
と
と
も
に
一
般
化
し
た
も
の
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
と
思
う
。

一
1
6一

〔
注
〕①②

③④
⑤
⑥⑦

⑧
渡
辺
卓
氏
「
春
秋
著
作
説
話
の
原
形
」
（
同
氏
著
『
中
国
古
代
思
想
の
研
究
』
所
収
）

佐
川
修
氏
「
春
秋
・
春
秋
義
・
春
秋
義
例
」
（
同
氏
著
『
春
秋
学
論
考
』
所
収
）
、
山
田
琢
氏
「
孟
子
の
「
王
者
之
　
憶
」
章
の
解
釈
に
つ
い
て
」

（
同
氏
著
『
春
秋
学
の
研
究
』
所
収
）
、
岩
本
憲
司
氏
「
春
秋
学
に
於
け
る
「
孔
子
説
経
」
説
話
に
つ
い
て
」
（
東
方
学
、
第
六
十
五
輯
）
な
ど
。

拙
稿
「
孟
子
に
お
け
る
孔
子
と
『
春
秋
』
の
関
係
」
（
「
九
州
中
国
学
会
報
」
第
二
十
八
巻
）

日
原
利
国
氏
著
『
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
』
一
一
一
、
春
秋
お
よ
び
春
秋
学

渡
辺
氏
前
掲
書
三
〇
八
一
三
〇
九
頁

日
原
氏
前
掲
書
八
頁

同
右
九
頁

岩
本
憲
司
氏
は
、
こ
の
『
韓
非
子
』
内
愚
説
上
の
「
春
秋
」
を
一
般
的
歴
史
書
と
し
て
い
る
（
前
掲
論
文
）
が
、
「
冬
十
二
月
、
霧
霜
不
二
救
」
と



⑨
⑩
⑪⑫⑬

⑭⑮⑯⑰⑱

い
う
「
春
秋
」
か
ら
の
引
用
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
今
日
の
『
春
秋
』
に
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
儒
家
経
典
の
『
春
秋
』
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

注
④
に
同
じ
。

同
右
例
え
ば
宮
崎
市
定
氏
な
ど
は
、
『
論
語
』
の
称
が
漢
代
に
な
っ
て
初
め
て
起
こ
っ
た
こ
と
を
、
特
段
の
論
証
も
な
く
断
言
し
て
い
る
（
同
氏
著
『
論

語
の
新
研
究
』
）
が
、
『
孟
子
』
『
筍
子
』
に
「
論
語
」
の
語
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
ら
考
え
て
妥
当
な
見
解
と
み
な
さ
れ
る
。

武
内
義
雄
氏
は
落
馬
篇
の
成
立
を
中
庸
篇
の
古
い
部
分
と
新
し
い
部
分
の
中
間
に
考
え
て
い
る
が
、
注
⑪
の
問
題
か
ら
従
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

拙
稿
「
左
伝
の
春
秋
観
」
（
『
荒
木
見
悟
教
授
退
休
記
念
中
国
哲
学
史
研
究
論
集
』
）

重
沢
俊
郎
氏
著
『
原
始
儒
家
思
想
と
経
学
』
、
金
谷
重
氏
著
『
秦
漢
思
想
研
究
』
等
。

拙
稿
「
春
秋
学
の
起
源
に
つ
い
て
1
三
伝
の
『
春
秋
』
観
の
検
討
を
通
じ
て
一
」
（
佐
賀
大
学
教
育
学
部
研
究
論
文
集
　
三
七
－
一
－
1
）

山
田
琢
氏
「
春
秋
三
伝
に
お
け
る
君
子
の
用
例
に
つ
い
て
」
（
同
氏
前
掲
書
所
収
）

山
田
琢
氏
「
公
羊
伝
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
同
右
所
収
）

山
田
琢
氏
「
殻
梁
伝
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
同
右
所
収
）
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